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1.概要
本ドキュメントは、OSS テクノロジ提供の Sambaパッケージに独自に適用している修正内容について記載

しています。本ドキュメントの対象となる Sambaパッケージは、samba 3.0.24­1.11_OSSTECHです。

ご利用の Sambaパッケージのバージョンの確認は、次のコマンドで確認することができます。

$ /usr/sbin/smbd ­V
Version 3.0.24­1.11_OSSTECH

2.Windows Vista対応パッチ
http://www.samba.org/samba/patches/ にて提供されている samba 3.0.24 用パッチの適用

● share_security_ntlmv2.diff
○ smb.confで”security = share”の共有認証モードにおいて、Windows Vista クライアントが

NTLMv2認証で、ワークグループ情報を利用するための修正

● spoolss.diff
○ Windows Vista クライアントから Sambaのプリントサーバ機能を利用するときに正常に動作

しない問題を修正

○ Windows Vista クライアントから Sambaサーバにプリンタドライバをアップロードする機能が

動作しない問題を修正

● vista_backup_acl.diff
○ Windows Vista のバックアップ機能で Sambaサーバの共有フォルダにバックアップを行う

際に、エラーとなる問題の修正

○ https://bugzilla.samba.org/show_bug.cgi?id=4361   
● variable_os_expansion.diff
○ smb.confのクライアント OS マクロ “%a”で、Windows Vista を判定可能にするための修正

○ https://bugzilla.samba.org/show_bug.cgi?id=4093   
● dfs_referral.diff
○ Sambaサーバのある共有フォルダに複数の MS­DFS リンクを作成した場合に、Windows 

Vista クライアントから MS­DFS リンクが正常に動作しない問題の修正

○ https://bugzilla.samba.org/show_bug.cgi?id=4356   
● directory_delete.diff
○ Sambaの共有フォルダ内に作成されたディレクトリに、複数のディレクトリが作成されており、

そのうち 1 つのディレクトリにオフラインモードが有効になっている場合に、Windows Vista ク

ライアントから、ディレクトリを削除できない問題を修正

○ https://bugzilla.samba.org/show_bug.cgi?id=4188   
以上のパッチをまとめたものが samba­3.0.24­vista­patchset.patch です。

http://www.samba.org/samba/patches/ にて提供されている samba 3.0.24 用以外の Windows Vista
パッチの適用

● smbclientから Sambaサーバに接続したときに、%a マクロが Windows Vista クライアントとして

扱われる問題の修正
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○ http://lists.samba.org/archive/samba­technical/   2007­Feburary/052008.html   
■ samba­3.0.24­arch_macro.patch

● Vista クライアントから接続したときに %a マクロが Windows 2000 と同等になってしまう問題の

修正

○ https://bugzilla.samba.org/show_bug.cgi?id=4484   
■ samba­3.0.24­vista­patchset.patch に修正内容が含まれます。

● Windows Vista クライアントから Sambaサーバにプリンタドライバのアップロード機能が正常に

動作しない問題を修正 (Windows Vista対応の spoolss.diffパッチの適用漏れの修正)
○ http://websvn.samba.org/cgi­bin/viewcvs.cgi?view=rev&root=samba&rev=21100   
■ samba­3.0.24­vista­patchset­misc.patch

3.OSSTech提供 Samba に適用しているその他のパッチ
● 共有フォルダに “hide unreadable = yes”を設定すると、MS­DFSリンクが表示されなくなる問題

の修正

○ https://bugzilla.samba.org/show_bug.cgi?id=3319   
■ samba­3.0.23d­ignore­hide_xxxx­for­msdfs.patch

● Sambaの提供するコマンド(smbclientなど)に設定されているタイムアウト時間(10 秒)を 60 秒に

変更する修正

■ samba­3.0.11­timeout.patch
● Office 2000、Office XP、Office 2003などで、ACL(アクセス制御)がかかった Excel ファイルなど

を開くと、ACL の設定が正しく反映されず、更新不可(参照のみ可能)となってしまう問題の修正

○ https://bugzilla.samba.org/show_bug.cgi?id=234   6  
■ samba­3.0.20a­try_chown.patch
■ samba­3.0.23d­bug­2239.patch

● Winbindによる Active Directory/NT ドメイン連携時に ID マップバックエンド rid を利用してい

るとき、信頼関係を結んだドメインのユーザアカウントも利用するための修正

■ samba­3.0.23d­idmap_rid_multipledomain_support.patch
● Winbindによる Active Directory/NT ドメイン連携時に、smb.confの template homedir パラメ

ータなどに%G マクロを利用したときに、グループ名が変換されず GID が利用される問題の修正

○ samba­3.0.24­winbind­groupname.patch
● unix charset = EUCJP­MS 環境下で、ローマ数字の大文字(Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ)などを大文字・小文字

変換した際に、バイト数が異なるため共有フォルダへのアクセスなどに失敗する問題の修正

○ https://bugzilla.samba.org/show_bug.cgi?id=1029   
■ samba­3.0.23d­strupper_m.patch
■ samba­3.0.23d­struplower.patch

● 日本語 man ページの追加、および日本語 man ページのインストール処理の追加

■ samba­3.0.23d­i18nman.patch
● Linux 以外のプラットフォーム(Solarisなど)で mlock()の際のメモリアライン処理の修正(Samba 

3.0.25 からのバックポート)
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○ http://lists.samba.org/archive/samba­technical/2007­February/051863.html   
■ samba­3.0.24­memalign­for­mlock.patch

● winbinddのメモリリークの修正 (Samba 3.0.25 からのバックポート)
○ http://lists.samba.org/archive/samba­technical/2007­February/051849.html   
■ samba­3.0.25svn­winbindd_group­memoryleak.patch

○ http://lists.samba.org/archive/samba­technical/2007­March/052606.html   
■ samba­3.0.24­winbind­ads­enum­groupmembers.patch

● LDAP 連携時に、LDAP にアクセスする際に適切なパーミッションが設定されていない問題の修

正 (Samba 3.0.25 からのバックポート)
○ http://websvn.samba.org/cgi­bin/viewcvs.cgi?view=rev&rev=21507   
■ samba­3.0.25svn­become_root­to­access­ldap.patch

● Winbindによる Active Directory 連携時に ID マップバックエンド ad ID を利用した際に、

winbinddが異常終了する問題の修正 (samba 3.0.25 からのバックポート)
○ http://lists.samba.org/archive/samba­cvs/2007­January/073777.html   
■ samba­3.0.24­idmap_ad­use­attr_uidnumber.patch

● Winbindによる Active Directory 連携時に wbinfoのオプションとして—group­infoを利用可能

にするための修正(samba 3.0.25 からのバックポート)
■ samba­3.0.25svn­wbinfo­groupinfo.patch

● AD サーバへの接続失敗時に ldap_open() の失敗理由をエラーログに出力するための修正 

(samba 3.0.25 からのバックポート)
■ samba­3.0.24­ldap_open­debug.patch

● Solaris において krb5_locate_kdc() が衝突しクラッシュする問題の修正 (samba 3.0.25 からの

バックポート)
■ samba­3.0.24­krb5_locate_kdc.patch

● パスワードバックエンド ldapsam において、LDAP DIT に sambaAlgorithmicRidBase 属性が

ある場合、もしくは sambaNextRid 属性がない場合に algorithmic rid にフォールバックするた

めの修正 (旧バージョンとの互換性確保)
■ samba­3.0.24­ldapsam­algorithmic­rid.patch

4.OSSTechパッケージのベースとした Fedora Core用

RPM パッケージで適用されていたパッチ
OSSTech提供のパッケージは、Fedora Core 用に提供されていた samba­3.0.24­10.fc7 をもとに作成し

ています。このパッケージで適用されていた以下のパッチを、OSSTech提供のパッケージでも適用していま

す。

● winbinddの通信用パイプのディレクトリを”/tmp/.winbindd”から”/var/run/winbindd”に変更す

る修正

■ samba­3.0.0beta1­pipedir.patch
● smbd、nmbd、winbinddのログファイル名を”log.xxx”から”xxx.log”に変更する修正
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■ samba­3.0.23­logfiles.patch
● nmbd などに­n オプションで NetBIOS名を指定することを可能にする修正

■ samba­3.0.0rc3­nmbd­netbiosname.patch
● Winbind連携利用時にグループ情報のパスワードエントリを”x”の代わりに”*”を設定する修正

■ samba­3.0.23rc3­passwd.patch
● smbspoolコマンドでユーザ名が指定されていないときに、NULL の代わりに”dummy”を設定す

る修正

■ samba­3.0.21pre1­smbspool.patch
● smbclientの­M オプション利用時に 138 番ポートを利用するように変更

■ samba­3.0.13­smbclient.patch
● msdfs root パラメータのデフォルト値を Samba 3.0.25 と同様に yes から no に変更

■ samba­3.0.24­msdfs­root­no.patch
● pam_winbind がドメインコントローラにないユーザ認証に対して常にエラーログを出力してしまう

問題の修正

○ https://bugzilla.samba.org/show_bug.cgi?id=4094   
■ samba­3.0.24­pam_winbind­fixes.patch

● smbclient の tar アーカイブ作成モードにおいてログインに失敗する問題の修正

○ https://bugzilla.redhat.com/bugzilla/show_bug.cgi?id=176649   
■ samba­3.0.24­tar_options.patch

5.更新履歴
● 2007 年 4 月 12 日 : 第 4 版 (samba 3.0.24­1.11_OSSTECH)
○ 一部のパッチファイル名の誤りを訂正

○ 「IDMAP_XX」という表現を「ID マップバックエンド XX」に変更

● 2007 年 4 月 11 日 : 第 3 版 (samba 3.0.24­1.11_OSSTECH)
○ パッチファイル名を追加

● 2007 年 4 月 9 日 : 第 2 版  (samba 3.0.24­1.11_OSSTECH)
● 2007 年 4 月 5 日 : 初版  (samba 3.0.24­1.9_OSSTECH)
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